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表紙は,昭和63年,3月 7日開催の

生吉宮町遺跡現地説IIB会風景
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住吉宮町遺跡

調査については,神戸市文化財専門委員の小林行遮 種上重光,宮本長二郎の

=先生に御指導を得ました。また,灘神戸生活協同組合の御協力 を得ています。

(表紙  住吉東吉墳出土 入物壇輪 止向スケッチ)

(裏表紙 住吉東古墳出土 入物壇輪 側面スケッチ)
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■_位 置 ■ 環 境

住吉宮町遺跡

住吉宮町遺跡は,神戸市東灘区住吉宮町7丁目から住吉東

町5丁目付近まで広がる弥生時代後期から室町時代まで続く

複合遣跡です。

このあたりは東を流れる住吉川や,西を流れる石副 Hによ

って形成された扇状地で,遺跡は標高約20術前後のところに

位置しています。

現在までにマンション建設などの工事に先立って実施され

た発掘調査は8回におよんでいます。調査の結果,弥生時代

後期の方形周溝墓や水田,古墳時代後期の吉墳載忌 中世の

が発見されています。
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住吉宮町遺跡位置図
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住吉宮町遺跡

1 渦ヶ森逼跡
2 赤塚11遺跡
3 荒神山連跡
4 岡綿 勘
5 金鳥山遺跡
6 保久良神社遠跡
7 塾鰤碑 出」 也

8
9

10

11

12

13

14

間本梅林群集墳
生駒群集墳

0            1km
1     1     1

町遺跡と周辺の遺
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周辺の遺跡

住吉宮町遺跡

当遣跡に最も近い遺跡としては西北約500転にある郡家遺

跡が知られていま丸

郡家潤跡は,御影町から御影中町工帯に広がっていると考

えられる弥生時代後期から翻 朝tにかけての複合遺跡です。

城の前地区では弥生時代後期と吉墳時代後期の竪穴住居が発

見されています。またっ大蔵地区では奈良時代の掘立柱建物

が発見されており,菟原郡衡の有力な推定地となっています。

当遺跡の南方〕海岸線に瀑 所ヽには「豊匙の発を負通姿」

をめぐる悲恋伝説で有名な処女塚古墳 (前方後方墳)。 東求

女塚古墳 (前方後円墳)。 西求女塚古墳 (前方後円墳)の 3

基の吉墳があります。これらの3古墳は襴 朝tF醇明に築造

されたものと考えられていま丸

また,扇状地の高い所に築かれた前期吉墳としては,岡本

にあったヘボソ塚古墳が知られていま丸

これに続く中期の古墳は,東灘区内では現在まで発見され

ていません。

このほか,住吉川の上流の丘陵上には弥生時代中期から後

期の高地性集落である,荒神山遺跡 (住吉台)。 赤塚山遺跡

(住吉曲手)や渦ヶ森銅鐸出土地 (渦ヶ森台 1丁目)などが

あります。また,鴨子ヶ原周辺や岡本6～ 7丁目付近には古

墳時代後期の群集墳が存在していたことヵ、古い文献から知

られています。

石団 Hの上流部には銅鐸14日と鋼大7国が出土した桜ヶ丘

綻ノ奥遺跡出土
有舌尖頭器

3

桜ケ丘 4号1同鐸
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住吉宮町遺跡

遣跡や弥生時代中期・後期末の高地性集落である桜ヶ丘遺跡
ゆうけいせんとうと きようお仲

B地点 昴調鯛�謝繋 末期の有墓獣羽零静評礎邦時代の経物許

火葬墓等が発見された滝ノ奥遺跡 (灘区高羽)などがありま

す。

2_辞 剖   「勒 で の 華 ま で の 攀

昭和60年,住吉宮町7丁目のマンション建設工事で偶然に

遺跡が発見されて以来手現蘊までに今回の調査を含め9回の

鰯 髯初 れました。7丁目付近での3回の調査では1辺10

m内外の小型の方墳が■基が群集し,小型の箱式石権などが

見つかりました。

また, 」R住吉駅の建て替えに伴う発掘調査では,中世の

掘立柱建物や古墳時代後期の方墳,弥生時代後期の方形同溝

墓や土器構}水田跡などが発見されました。

F ! :

4号墳  /~~~・・
~~

7号墳

住吉宮町遺跡第1次・第2次調査検出吉墳群
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住吉宮町遺跡

8_調 香 の 概 要

今回の調査は,灘神戸4駒蜘 に摩羽みビ,助逹

設されるため,それとこ先立って工事予定地の範囲約 3,000�

を対象として,印 63痔14月 1日から線 をイ子っていま

す。

奈闘 t 奈良時代の遺構としては柱穴約 1∞基を発見しています。

これから復元される建物は現在まで9棟あります。
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住吉宮町遺跡

幅謝寺4主 (むなもちばしら
'al14主 (がわばしら)

(集英社 日本古代史 5豊饒の大地 )

奈良時代掘立柱建物一覧表

6

東 西 南 ゴヒ 艦

振謹並瘤藪塞ワDl 2間 (4.Om) 3間 (4.5m) 東に延びる可能性あり

携己五上杢主交整宅勿2 2間 (3.6m) 3間 (5.Om)

脚 3 2間 (4,Om) 3間 (5.6m)

蜘 4 2間 (3,Om) 2間 (4.8m)

加苗泌僅美割勿5 2間 (4.6m) 3間 (5.6m)

加苗湧機美割勿6 3間 (5.6m) 2間 (3.8m)

脚 7 2間 (3.6m) 3間 (7.5m)

脚 8 2間 (4.5m) 3間 (5。 6m)

的 9 2間 (3。 8m) 3間 (5,6m)
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醐 く

住吉東古墳

住吉宮町遺跡

古墳時代の調査Iま奈良時代の遣構が発見されなかった調査

区の北西部で行っています。ここでは古固時代後期 (6世紀

初頭)の帆立貝式古墳が発見されています。

この帆立貝式古墳は「住吉東古墳」と命名しました。

この吉墳は全長24m◆ 後円部径18m・ 造り出し部の長さ6

mの帆立貝式古墳です。吉墳の周囲を巡るように円筒迫輪や

螂 湘立されています。

また,人物埴輪や家形畑輪・馬形埴輪などがくびれ部付近

に配置されています。

現在:調査中ですので正確な埴輪の数や種類などは不明な

点もありますが,120本以上の埴輪がこの古墳に使われたも

のと思われます。

朝瀬形埴輪

家形埴輪

7

巫女

馬形埴輪

円筒埴輪

-9-



住吉宮町遺跡

住吉東吉墳実測図

醤 盛|
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冤・島織t衰ぶ程パ

(小学館版 学習まんが少年少女日本の歴史2)
3

障
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4_ま tと め

住吉宮町遺跡

今回の調査でわかったことは

① 今まで住吉宮町遺跡では,奈良時代の遭物は発見されて

いました力札遺構が発見されずっどのようの性格の遺跡か

不明でした。今回,大型の方形の掘方をもつ掘立柱建物が

発見されたことによって,この付近に当時の集渤 靖荘し

たことがわかりました。

② 今まで発見されていた古墳t■7j理の方墳でしたが,今回

発見された住吉東古墳は帆立貝式古墳という特殊な墳形を

もち,規模も24mと大きいことから北西約鍋Omにあった

といわれる坊ヶ塚古墳 (前方後円墳 全長約40m)と とも

に住吉宮町古墳群の中では有力な古墳と考えられます。

③ これまでの住吉宮町遺跡の発見の中で,特に驚くのは,

下般的な古墳がE陵の上や沖積地でも比較的高い所に造ら

れているため,発見も容易なのですが, この遺跡の場合,

古墳築造後まもなく洪水のため古墳力せ也中に埋まっていた

ため,近年まで発見されませんでした。自然の災害の脅威

を知るとともに,地中から甦った遺跡の生命力の強さにも

驚きを感じます。

今後Ⅲ調査を引続き実施しますので他の古墳や遺構も発

見されることが期待されます。

9
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垂水・日向遺跡

現 地 説 明 会 資 料

口吾和 「 63年 6月 26日
(爵拘 卒車アゴ呵百 多く ,ド ーー |ノ 窪衆幸筆 /_k准上

神 戸 市 教 育 委 員 会
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垂水 。日向遺跡

史跡 五色塚吉墳

3 舞子浜遺跡   ▼ `

4 舞子坂遺跡i舞子森墳群
｀

5 投ケ上銅鐸出土地

6 大歳山遺跡
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垂水・ 日向遺跡

■ _ 位 置 と 環 境
神戸市垂水区名谷町付近に源を発する福田川は、ほぽ南西

に流れて明石海峡に注ぎ込みます。垂水・日向遺跡はこの川

の河口付近の段丘上にあります。またこの遺跡の東は山と海

が迫ったせまい海岸線であり、大きな集落が造られる平地が

ありません。この遺跡のある福田川河日付近に達してやや広

い平野部が存在します。また、調査地点から南西へ約300脩

には古代に式内社として朝廷の保護を受けた海神社がありま

す。

周辺の遺跡   摂・播国境に流れる堺川付近には先土器時代～縄文時代に

かけての遺跡である境川遺跡があります。また垂水
。日向遺

跡西方を流れる山田川東岸には、縄文時代～古墳時代にかけ

ての複合遺跡の大歳山遺跡、投ケ上鋼鐸出土地があります。

当遺跡の西方約 l kmに は県下最大の吉墳として名高い史跡五

色塚吉墳や円筒埴輪構が出上した舞子浜遺跡が存在し、その

北の舞子丘陵には弥生時代後期の舞子坂遺跡や、古墳時代後

期の群集墳として知られた舞子吉墳群があります。

2.調 査 |こ 至 る 経 過
垂水 。日向遺跡の存在する福田川下流付近は、遺跡の存在

が明らかではありませんでした。ところが垂水駅周辺の市街

地再開発が行われることとなり、遺跡の存在を確かめるため

の試掘調査を行ったところ、平安時代の上器片や柱の跡が発

見されました。

…2- 長 と配本 右 書 量 家 荘〒三責



垂水 。日向遺跡

北地区

20m

N

逆彗看孝西己提垂覆コ

-3-
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3_ 司司峯垂 CD荘男翌襲

平安時代～鎌倉時代

(約800～ 900年前)

垂水 。日向遺跡

今回の調査は、再開発ビル建設が計画されている敷地内の

約 3.000だについて、昭和63年 3月から発掘調査を行ってい

ます。

現在までに確認されたものは、平安時代～鎌倉時代の遺構

(柱穴200基以上、土坑 4基、溝 8条 )、 室町時代の川の跡

吉墳時代の遺物包含層などです。

200基以上の柱穴から復元された掘立柱建物址は現在まで

に15棟確認されています。これらの建物は、一定の範囲内で

重なり合って造られており、何回かの建て替えが行われてい

るようです。また、それらの建物群の境には細い杭を打ち込

んだ跡がたくさん見つかっています。これは屋敷地を園む棚

や垣根の痕跡ではないかと考えられます。このような建物群

が今回の調査範囲内で 2か所確認されましたが、その間は遺

構はあまり存在せず、かなり広い空間があったものと推定さ

れます。

このような、平安時代～鎌倉時代の生活空間の在り方が確

認されたことは重要なことです。

また、付近からは、漁具である蛤壷や網に取りつける土錘

などの海に関係する遺物がいくつか出上しています。これら

の遺物や違跡の立地条件から考えて、ここに生活していたの

は、海に関わりを持った人々であると考えられます。

臓立柱建物

棟}寺オ主(。なtIちばしら)

・ ＼柱彫呻呻

集英社 日本吉代史 5 豊饒の大地より転載
-4-
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垂水 。日向遺跡
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同じ数字を違う色で結んでみましょう

一戸一戸の家がよくわかりますよ**

掘立柱建物の番号は7ページの一覧表

の番号と一致しています。*****

0 10m
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垂水。日向遺跡
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垂水・ 日向遺跡

掘 立 柱 建 物 一 覧 表

東 西 南 耳ヒ 備 考

掘立柱建物 1 6間 (12.3ミニ) 2間 (4術 ) 北に延びる可能性あり

掘立柱建物 2 3間 (7奇 ) 4間 (9梅 )

掘立柱建物 8 2間 (4奇 ) 2 FHl (3.8 (将 ) 東に延びる可能性あり

掘立柱建物 4 2聞 (4.2術 ) 2間 (4梅 ) 東に延びる可能性あり

掘立柱建物 5 3間 ワ
ー

全
υ

一
ル 8 FHB (15.3:万 )

掘立柱建物 6 2間 (2.2桁 ) 2 FEH (3苓抒)
掘立柱建物 7 3間 (6。 5術 ) 2間 (4.3奇 )
掘立柱建物 8 2間 (4.5F抒 ) 2間 (3.5毎 ) 東,南北に延びる可能性あり
掘立柱建物 9 2間 (3.8梅 ) 2間   (3苗 ) 東,南に延びる可能性あり

掘立柱建物 10 3間 (5,4苗 ) 4間 (7.4苗 ) 東に鹿を持つ可能性あり
掘立柱建物 11 2間 (4.2奇 ) 2間 (442術 ) 南,東に延びる可能性あり
掘立柱建物 12 2間 (3,3市 ) 3間 (3.8 一

ル

掘立柱建物 13 3間 (7歳 ) 4間 (7.5苗 ) 東に延びる可能性あり

掘立柱建物 14 6間 (14.5F将 ) 6間 (■ .3梅 ) 東西に延びる可能性あり
掘立柱建物 15 2聞 (4梅 ) 4 FHl (7.5 1拝 ) 東に延びる可能性あり

〃
/

Ⅲ」:|=〔
Fも

法然上人絵伝に描かれた鎌倉時代の漁村の風景

平凡社 日本常民生活絵引 第 5巷より転載
-7--20-



単 歩 ‐

垂水 。日向遺跡

富山県

じょうべのま遺跡の建物復原

掘立柱建物の中の様子

岩波書店

吉代の村 鬼頭清明著より転載

径'Ⅲ

室 町 時 代

(約500年前)

古 墳 時 代
(約1,400年前)

平安時代～鎌倉時代に掘立柱建物が存在した地面は室町時

代ごろに洪水によって削られています。これは当時の福田川

の氾濫によるものと推定されます。

平安時代～鎌倉時代の建物は吉墳時代の上器を合んだ土を

掘りこんで造っています。まだ未調査なのでくわしいことは

わかりませんが、吉墳時代後期の上器がその土の中から発見

されています。

-8- -21-



垂水。日向遺跡

須恵番 郭雲

瓦 器 皿

出土遺物
-22-
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垂水・ 日向遺跡

4 _ ま と め
調査は継続中であり、結論を述べることはできませんが、

現在までに判明したことは以下の通りです。

(1)平安～鎌倉時代の集落址、室町時代の川の謝を発見したこ

とは、遺跡の存在が明らかでなかった福田川下流付近の開発

の歴史を知る上で重要な資料となりました。また、当時の人

々が棚や垣根などで区画された屋敷地内で生活を営んでいた

ことがわかりました。また出土遺物により、海に関わりをも

った人々が生活をしていたと推定されます。

(2)こ の遺跡は吉墳時代～室町時代にわたる複合遺跡であるこ

とが確認されました。吉墳時代の遺構についてはまだ調査し

ていないためくわしいことはわかりません。

今後、引き続き調査を行いますので、吉墳時代の違構につ

いても新たな発見が期待されます。

調査については、神戸市文化財専門委員の小林行雄、檀上重光、宮本長二郎の

三先生に御指導を得ました。また、神戸市都市計画局の協力を得ています。

】-10-
-23-
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醍努 口6訂手 8月 ,7日

卒申戸諭寸蒲数洋季蚕萎義会

傷子芝髪蒸て夕″~う‐う

零η

-25-―



調査についてはォ蜘 鍛藤野矮 員のB淵司亀
―

宮本長二部の

三先生に御指導を得ました。また,灘神戸生活協同題合の御協力を得ていま魂

(報 蝉 離
―
騨 齢 側 )

エー126-一
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と跡   8
2 赤塚山速跡   9
3 荒神山速跡   10
4 岡本梅林速跡  11
5 金鳥山遼跡   12
6 保久良,中離 跡 13
7 生駒銅据出土地 14

処女
'雲

古墳   II
東求女l雲古墳  I
伊賀塚古墳
皮中塚占墳
坊ケ塚古墳
ヘポソ塚古噴
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住吉宮町遺跡
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住吉宮町遺跡と周辺の遺跡
… 1-
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■_しま じ め に

灘神戸生活協同組合の食品工場跡地に駐車場ビルの建築が

計画されため,試掘調査を実施したところぅ地表下約3術の

ところで古墳時代の道物包含層が発見されました。

このため,建築工事によって破損のおそれのある部分 (約

3,000∬)を対象として,本格的な発掘調査を昭和63年 4月

1日より実施しています。

鶏 翻 睦 で 式古墳 (住吉

東古墳)などが発見されました。そのため,

日に第1回の現地説明会を行いました。

昭和63年 5月 29

その後の調査ては,新たに2基の古墳と4棟の竪穴住居が

多くの道物とともに発見されましたので,その成果を見て頂

くために,今回の説明会を催すことだしました̂

‘
‘

な♂  「

第 7次

住吉宮町遺跡位置図

‐
:第 8次

1第 1次
IIIと な」L

t
illt

-2-



住吉宮町遺跡

2_現 在 モ箕 言否の 個 E石差誨妻綱げ勒 てみ詞団沓

住吉宮町遭跡は,MH60年にマンション建設工事中に発見

されました。現在までにマンション建設や駅ビル建て替え工

事などに先立って実施された発掘調査は,今回の調査を含め

■回におよんています。

これらの調査の成果から,当遺跡は東灘区住吉宮町7丁目

から住吉東町5丁目付近まで広がる弥生時代中期から室町時

代まで続く複台追勘であることがわかっています。

これまで住吉宮町7丁目付近では4回の調査を実施してき

ました。弥生時代の道構としては,中期と末期の竪穴住居が

発見されています。また,古墳時代後期の遺構としては, 1

辺船桁内外の小型の方墳が11基群集し,小型の箱式石権など

が見つかりました。

∵ 、

:竪穴住居 2

竪穴住居 1

3号墳

竪穴住居 4

住吉宮町遺跡遺構配置図
-3-
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住吉宮町遺跡

また, JR住吉駅の建て替えに伴う発掘調査では,中世の
ばったてはとら                                      ほうけいしゅうこう

掘立柱建物や古墳時代後期の城 弥生時代後期の方形同溝
ぼ
墓や土器底 水田跡など力場現熔れました。

ど 昔掛れ

3_詞団望製口D荘覺菖琴  前回の現地説明会では奈良時代の掘立柱建物や住吉東吉墳
の埴輪の出土状態などを見学していただきました。その後

発掘調査を進めた結果j奈良時代の集落の下から,新たに古

墳や竪穴住居などが多量の土器とともに発見されました。

住吉東古墳  この古墳は全長24視 高さ1.5求馬の帆立貝式の吉墳で曳

円丘部は1獣れ 造り出し部8桁で古墳の周囲を巡るように円

筒埴輸瀞配置されています。

齢 の駈ジJは,閥 を輔 に円賠蘭鈎紳謡翔獲形堪嚇渤巡

り,その内側に馬形埴輸や人物迫輪 (巫女)力南側のくびれ

部に配置されていました。

馬形埴輪

/~~＼

≠ :こ :ξ

-4-
S=1/6



住吉宮町遺跡

吉墳の上に並べられた埴輪の数は円筒壇輪約160未 朝顔

形埴輪約m本ぅ人物適輪 (巫女)2木 馬形適輪1本で丸

馬形埴輪は長さ74学,高さ陀斗です。

また,円丘部の中央には人を埋葬した翻 発ヾ見されてい
ばこう

ます。この施設は長さ4.4求弄×幅約2術の墓壊に長さ3.2桁

×中印0井の本檜が安置されています。木棺内からは副葬され
おょくとう

督諌  S=1/4 た鉄製の直刀が出土していまi

ｏ

　

●
　
孝

＊

円筒壇輪

朝顔形埴輪

馬形埴輪

人物埴輪

o        S        10 M

住吉東古墳埴輪配置図
-5-
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住吉宮町遺跡

住 吉 東

古 墳 出

朝顔形埴輪 円筒埴輪 s=1/4

2号墳  調査区の中央部北側で発見された方墳です。西側を近世の

洪水によって削られ 北側が調査区外にあるために大きさは

不明です。墳丘に埴輪は配置されていませんが 人頭大から

拳大の花満岩の川原石を墳丘斜面に葺いています。同溝内か

らは棄送の祭祀に使われたと思われる須恵器や土師器などの

多量の土器が出土しましたと

(2→ 号 攀 二t当 十二I重 杉 J)

ゆうがいた力'つ き

有蓋高 ITh

紫
郭 杯

-6-

は じ き

土師器婉

―-32-
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住吉宮町遺跡

3号墳  調査区の西方部北側で発見された東西約1味品の方墳です。

北側が調査区外にあるため南北の大きさは不明です。墳丘上

とこ嚇 の花蘭岩を巡らす列石があるほかは,埴輪や葺石

はありません。

竪穴住居群は2号墳の南側に密集して発見されました。

竪久住居1  この竪穴住居I萬調査区の南側で発見された,一辺8.5桁 ,

深さ50学の方形の住居で丸 ここからは,須恵器や土師器な
てDFt  力巧tと    をうこうえんはれ  ばうすいと,

どの土器のほかぅ鉄鏃や滑石製の双孔円板と紡錘車が各1点

出土しました。

竪穴住居 4
f~

住吉東古墳

髯穴蠍遅暫上う
沖、
)ヾ

竪穴住居 1

3号 墳

鮭_
住吉宮町遺跡遺構配置図 ♀          _1?          中M

i7- -33-



住吉宮町遺跡

歎 儘張酵2

藪 僅襲酵3

歎 僅襲酵4

竪穴住居 1のすぐ北倒に発見された期 。3挽 H51L7.4

視 深さ閉学の方形の住居ですと東側は2号墳同様〕近世の

決水によって失われています。この住居からは須恵器や土師

器などのほか,滑石製の紡錘車が出土しました。

竪穴住居2と 2号墳の間で発見された東西5.6転 南北5.

2転 深さ
“

イの方形の住居で丸

竪欠住居3の西側に発見された南北5。 21ふ 深さ1辞
ンの方

形の住居です。東西の大きさについては〕東側を近世の決水

によって失われていて不明です。この住居からは製塩土器が

出土しました。

かっせきせいまがた奮

滑石製勾玉・

Ｑ

Ｍ

拙

慨

瓜

八い
岡
田
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
旧
Ｈ
Ｈ
Ｈ
里
ｒ
　
　
田
ｍ
製

婉

かっせきせいtFう すいしや

滑石製紡錘車

S=1/1            かっせきせいわこうえんば売
滑石製双孔円板

竪 /~kl主 居 出 十 遺 物

-3-
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住吉宮町遺跡

キ |

規 模 時 期 主 要 な 出 土 遺 物

蝉 講襲判
5岬 入物壇輪・馬形埴輪・朝顔形

蛹瓢賄,・ 齢

鞭
薮
縮

嚇

孵

一
ル

一
ル

メ
ト
メ
ト

４

２

４

３

さ

六
」

長
長

鉄製直刀・滑石製双孔円板

2号 墳 一辺12～1球形の方墳
高さ8∝ン

5彗畔 須恵器 高郭・郭・甕

土師器 頷・郭・甕

3号 墳 型 1餘品の璃
高さ80学

5彗鮮

ヨ騨民個所吾1 期 .5×南北8.5求弄
深さ80げ

5避蛛己舞 須恵器高郭・郭 ■EX甕
滑石製双孔円板・紡錘車

教 儀髪酵2 凍昭¶.3× HIIヒ7.4く弄
深さ開斗

5齢絆 鰯 高杯・郭 主燃 甕

執 俊養酵3 東西5.6×南北5。 2示弄
深さ関学

5曽癬 須恵器高郭。邦 土師器 甕

獣 儀襲耳4 期 5.2ぶ矛
深さ8∝ン

5齢麟 須恵器高郭・郭 ■師器 甕
錦

6_ま と め 今回の調査でわかったことは

住吉菊部質には,曲 160本をはじめ,朝顔形埴輪

人物埴輪・馬形埴輪など力壇己置されたこと力洋1りました。

また。壇輪の出土状態からっ配列状態も円筒壇輪と朝顔

形埴輪が列をなして墳丘を取り囲みぅ内側に形象埴輪 (く

びれ部)を配置したことが明らかになりました。

古墳に接して竪欠住居群が密集して存在しており,こ う

いう例はあまり認められませんる~般的には古墳と集落と

の間には何らかの区回するものがあり,墓域と生活空間は

分けられています。この住居群I離 の祭祀と関係する道

構かもしれませれ

①

②

_gと

―-35-



-98-







Fr、

地現 説 明 会 資 料
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上小名田遺跡

今回の調査については、神戸市文化財専門委員の檀上 重光、

宮本 長二郎の両先生に御指導いただきました。

また、神戸市道路公社の協力を得ました。

-38-



上小名田遺跡

1.はじめに

周辺の遺跡

調査の経過

上小名田遺跡は、六甲北有料道路の築造工事に伴い昨年度よ

り発掘調査を行っています。

これまでに八多川流域で知られている遺跡は、中世山城の吉

尾城址、平安時代末の掘立柱建物・井戸などが見つかった吉尾

遺跡、古墳時代・平安時代から中世にかけての遺物が出上した

下小名田遺跡などがありますが、近年に発見されたものも多く、

遺跡の分布範囲や内容については未だ詳しくありません。

昨年度は調査予定範囲内の 5地区で計 3,400∬について発掘

調査を行い、平安時代から鎌倉時代にかけての掘立柱建物10棟

をはじめ、溝 。土坑・自然河道などが見つかりました。

今回、説明会を行います調査地Ⅵ区は、昨年度調査で 8棟の

掘立柱建物が検由されたV区の北側に隣接しており、約 2,100

だを調査しています。

⊂ゝ＼ 添 B
下小名田道跡

漑

S=1/25.000

-39-



上小名田遺跡

2,調査の概要

今回の調査で見つかった遺構は、掘立柱建物12棟・土坑40基
・

溝13条 。自然河道 1条などです。このうち、掘立柱建物 2棟は

昨年度V区で検出したものの続きで、今回の調査によってその

規模が明らかになりました。また、これら建物に伴う柱穴など

の数は、520基余り見つかっています。

これらの遺構は、出土遺物から平安時代の中頃から末頃にか

けての時期で、10世紀から12世紀のものです。

干ぽ
置図   S=1/5,000
1ん V区 (昭和62年 度調査 ) Ⅵ区 (今年度調査 )

2

Υ

砕

沖
戯

調査地位置図

-40-

V区 遺構平面図 S=1/600



上小名田遺跡

掘立柱建物  掘立柱建物は、12棟が確認されました。柱穴と考えられる穴

が 520基以上検出されており、現在までに確認された12棟以上

の建物があったと考えられます。

これらの建物は、方向、重なり合いo関係や出土遺物から同

時期には3棟前後が建てられていたと考えられます。

め糖篭方寧静∫・i・ B:i
箸科ぐΥttF・Fe挙甘
了。
°ci ＼半∫持 °'ださq
伊I101∵ 1・「ρ .。■
ざk: V^"。■子:了∫・・二 f 。 3・3も B` > ~｀ 比  °
とヽ :′ 。_.|… ・
・5‐ ざ ni■ :

づ ・
°・・・ :札 rY _1・

く
°・と・°11:

3
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上小名田遺跡

建物 1    4間 (10m)X4間 (9m)の総柱の建物で、柱穴には柱材

の残っているものがあります。

建物 2    3間 (7.9m)x3間 (7.l�)の建物です。

建物 3    5間 (13.Om)x8間 (19。 5m)の規模の大きな総柱の建物

です。

建物 4    3間 (7.Om)× 3間 (11.9m)で、12世紀の建物と考えられ

ます。

建物 5    4閣 (9,4m)X4間 (10m)で、建物4とほぼ同方向に重な

り合う建物です。
ひさし

建物 6    昨年度調査で検出された建物の続きで、 2間 X7間で東に廂

のつく、南北方向の建物です。規模は、7。 2 mx16。 2mです。

建物 7    この建物は建て替えが行われており、僅かに方向が異なった

2棟が重なり合うように検出されました。規模は、いずれも2

間X7間の 4面に廂をもつ、9.5m× 21.6mの当時としては大

規模な建物です。                ｀

建物 8    3間 (8.7m)× 4間 (9.lm)の総柱の建物です。

建物 9    東に廂のつく2間 X4間の南北方向に長い建物です。

建物 10。 11  建物 10。 11は調査区外に延びており規模は不明ですが、南北

方向が 5間の建物です。

建物 12    2間 (4.6m)x3間 (7.5m)で比較的規模の小さい建物で、

柱穴も他と比べ径が15cm前後と小さいものです。

これらの掘立柱建物のうち、建物 6。 7・ 9は平安時代中葉

(10世紀)頃の建物で、方位がほぼ南北方向に建てられ、いず

れも廂がつきます。他の建物は、平安時代後葉 (11・ 12世紀)

で、総柱の建物が多く見られます。

4-42-



上小名田遺跡

掘立柱建物配置図
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上小名田遺跡

191_Om

土 坑  土坑は40基検出されましたが、これ,には土器を棄てたと考

えられる穴や、火を焚いた穴などがありまモンたoまた、直径が

1.5m前後、深さ0。 5m程の円形の穴に、拳大から人頭大の石

を投げ込んだような状態で出土した土坑が、調査地の南東部
で

:5基見つかりました。石のなかには火を受けた痕のあるものが

あり、一部の上坑では焼土も見られました。この石を入れた土

坑は(いずれも12世紀頃のものと考えられます。

191.Om

石と上器の入った土坑  (平面図・断面図)

6
-44-



上小名田遺跡

溝 1   溝 1は幅50～ 80clll、 深さ20cm前後で、田の字状に巡らされて

います。溝のなかから出土した土器から、10世紀のものである

ことがわかります。この溝は、建物 6・ 7の北側で方向がほぼ

同じであることから、これらの建物との関係が考えられますが

用途については明らかでありません。

出土遺物  今回の調査で出上した遺物は、須恵器 。上師器・黒色土器の

日常雑器のほか緑釉陶器・灰釉陶器の施釉陶器、青磁・白磁な

ど多種の上器類があります。緑釉陶器では、花紋を陰刻した香

炉の蓋の破片が出上しています。

そのほかには、石帯とよばれる石で作った腰帯の飾りなども

出上しました。

(信貴山縁起より)

7
石帯の付いた腰帯を身に着けた貴族
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上小名田遺跡

1     13

1～ 3 溝 1出±  4～ 9 土坑出■  10～ 13 遺物包含層出土
1～ 3・ 5～ 9 須恵器  4 灰釉陶器  10 緑釉陶器香炉蓋
■ ,12 緑釉陶器       13 石帯

10。 13 S=1/1  他は S=1/4

8
-46-
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上小名田遺跡

3.ま とめ
昨年度、当遺跡の調査により北神地域ではじめて平安時代中

葉 (10世紀)の建物群が見つかりました。

今回の調査は、その隣接地区で、前回検畠された建物の全体

規模が明らかにでき、さらに10棟の新たな掘立柱建物が確認さ

れました。

まだ調査途中ですが、これまでの調査結果から明らかになっ

たことは、

I.平安時代中葉 (10世紀)から後葉 (12世紀)にわたる建物

群が継続して営まれています。さらに、 9世紀の遺物も出土

しており、この頃に溺る建物がある可能性があります。

I.平安時代時代中葉の建物は方位、配置に規則性がみられ、

県下では初めて確認された四面廂の規模の大きな建物があり

ます。また、後葉の建物にも市内では最大規模の建物があり

ます。

Ⅲ.遺物のなかには、緑釉陶器など日常の雑器以外の上器も出

上しており、県内でも初めて出上した陰刻花紋を施す緑和陶

器の香炉蓋の破片があります。

Ⅳ。以上のように、大規模な建物が出上したことや施釉陶器、

石帯などの出土遺物からみて、これら建物群は、この地域の

有力者の館跡であることが明らかになりました。

9
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/π軍マ矛焼

郡 家 道 跡

輸 印影 中 Hr■t区 第 3次 )

翌見 封ヒ ヨ屯 IチJ壬妻 垂筆 率斗

弐 み /

尊 一
t:!

昭和 63年 9月 4日

神 戸 市 教 育 委 員 会

キ申斎 ヌtポー…ノ無 燕

れ

，

儀
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郡家遺跡

あかげ  t‐んげ

■ しま と}2嬢》うこ  神      町郡家を中心とする郡家遭跡は、通

去40数回の調査て、弥と時代後期から安』 ヒ山時代に

及A多 くの道構・遭物が発見さ,依 大きな成果を上げて

います。

今回の調査地は、郡家追跡の南辺にあたり、御影中学校

体育館改築工事に伴い試掘調査を実施したところ、水田

のあぜが確認されました。

このため、改築工事の行われる約1000正を対象に

発掘調査を進めています。その線 吉固時代中期 (5

世紀後半・約1500年前)の水田跡が検出されました

ので、その成果を見て頂くために、今回の説明会を催す

ことにしました。

餓
五

丁

目

“

天ヽ神川その 5

御影中町地区調査位置図

-5ユ ー



郡家遺跡

2 拝朝逆旦の

働

郡家遺跡k地 名 (郡家=「熱番」)からも古代 僚

良時代・1200年前)の役所の存在が推定され、大蔵

躯 では 迎 の歓 をも   臨 されてい

ます。

しかし、他の地区では、おもに古墳時代中期から後期

の竪穴住居址が数多く発見され、比較的まとまった居住

域を構成していたようです。ほかに弥生時代の円形同溝

墓なども見つかっています。

古墳時代の住居のなかにとよ L字型の煙出しを持つ

「かまど」のある住居址などが見つかっています。また勾

笙.茜重・箸荒的殺。霧鍵豊など多くの指若製品が出土

しています。

調査地 と周辺の遺跡

-52-―

1

2

3

A

B

C

D

E

郡家遺跡

住吉宮町遺跡

岡本遺跡

処女塚古墳

東求女塚古墳

伊賀塚古墳

庚申塚古墳

坊ケ塚古墳



郡家遺跡

今回の調査地に近い御影町中町地区第 1。 2次調査地

区
`よ

北東250mにあり、古墳時代中期の掘立柱建物

や竪穴住居址などが見つかっています。

また調査地の東方約 l kMには、多くの古墳で構成され

ている住吉宮町遺跡があります。
藍 たてがい

最近見つかった帆泣貝式の住吉東古墳は、馬形埴輪・

人物埴輪。朝顔形埴輪・円筒埴輪港巡らす吉墳で、記憶

に新しいことと思いま丸

亀軍霊章垂=≦rC鶴

日
日

Ｈ

日

ｕ

―

一
!ヽ〕

御影中町地区第

1・ 2須恵器   3・ 4

6

Q_  
ド

Cm

2次 調査出土遺物

土師器  5。 6滑石製有孔円板

レ
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郡家遺跡

3調 香 の

睦

a)水田

御影中町地区第 2次調査竪穴住居辻平面図

今回見つかった遺構とよ 水田跡誘枚以上で、黒い上の

水日向の上を黄色の砂が厚く覆っていました。このこと

は、水田が洪水によって二瞬のうちに埋まったことを示

しています。水田が営まれた時期は洪水砂に含まれてい

る土器から吉墳時代中期ごろと考えられます。

また調査区の北凍隅から南西隅に向かって流路と用水

酌 ＼各∵本ずつ見つかっています。

25枚以上ある水田のうち、区画が分かっている水田ぞ

面積が最も大きいものは16nf(4.Om× 4.Om)、 最も可ヽさ

いものは 7.5言 (2.5m× 3.Om)と、醐 Jヽさな区回の

水田がまとまっています。形は長方形のものが多く、あ

ぜが直交して整然と「田」の字状になるものは見られま

せれ

4-54-



郡家遺跡

あぜは,規模によって大・小の2種類に分けることが

できます。

大きいあぜは,北東から南西に向かう方向に3本あり

ます。幅は50cm～60cは 高さ15cmあり、とてもしっかり

したものです。

小さいあぜは 1閉勃 らヽ南西方向とそれに直交する方

向に築かれ、一枚の水田を構成しています。幅は約20cm

高さ約 5cmく らいのものです。

戎町遺跡水田平面図  (神戸市須磨区戎町)

5

(弥 生時代前期 約 2200年 前 )9 4m
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郡家遺跡

これらのあぜの構築は,当時の地形に大きく鶏響を受

けているようです。調査区閣とから南に傾斜し、北東隅

と北西隅が高く、ちょうど優やかな傾斜を持った谷のよ

うな地形だったようです。

北東から南西に向かって検出された2本の大きなあぜ

k等 高線を前くように築かれ、従って水出画も6 cm～

10cmの差を持って低くなっています。

■  は畦畔

御影中町地区第 3次 調査遺構平面図

6

は土石流

旧体育館基礎 (攪乱 )

-56-―



b)と祀酷

 `           郡家遺跡

調査区の北東から南西にかけて堆積していた土砂を取

り除くと、幅約2～ 3m。 深さ紳 .8～0.7mの流路が検

出されました。そして調査区中央部でこの流路にL字形

にとりつく爛 .5m・ 深さ細 ◆3mの溝が見つかりまし

た。永田
^水
を引き込むための用水路と考えられます。

!}洪
水砂

}土
石流

３

４

　

５

c) 醐

流路及び用水路土層断面図

水田からは遭物が出土することは少なく、今回も見つ

かっていません。しかし、水田を覆った洪水砂の中から

は古閂時代の土師器や須恵器が出土し、また、上方の遺

跡から流されたと考えられる弥生土器などが出土しまし

た。

7 -57-



郡家遺跡

4_ま Lめ

a)水田の造成技術

b)周辺の道跡との関係

今回の調査てわかったことば欠のようなことです。

※ 発見された水田は,他の追跡で見られるような40

～50∬の大きさを持ったものを含まず、すべて20�

以下の小区回の水田です。

※ 水四国の比高差の大きい所には大きなあぜを築い

ています。

※ 流路と用水路と考えられる溝が見つかりました。

以上のことから、この水日の構築にあたっては,旧地形

に制約された面が大きく、大きなあぜを築き、水田を小

さく区画することで、水を効率よく配分し、滞水するこ

とができたようです。

吉墳時代中期の傾斜地での水田造成技術を知る上で貴

重な一例といえます。

郡家を中心とする地域での過去の調査によって、古墳

時代中期 (5世紀後半頃)の居住域が郡家追跡で、墓域

が住吉宮町遺跡で確認されています。

高台の地区に人 が々住み、南東のやや離れたところで

墓が形成されへそして郡家追跡の南辺に岸藩の場があっ

たということが推定されます。
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郡家遺跡

韓 そ の

用 議 転
ほったてばしらたてもの

1   1層主主巨ヽ主妥霊学υ夢

地面に穴を掘って柱を建て屋根を

つくった建物

たてあなどelうとょし

錦 址

地面を方形または円形に掘りくぽめて

柱を建て、屋根の軒先を地上まで

葺きおろした家

出典 鋤饒の大地  集英社

滑石製品

勾玉

臼玉

鱗

準再L耐反

は じ き

滑石=白色および緑灰色の軟らかい石

C字状の‐端に孔をあけた玉

円柱に了とをあけた玉

糸をつむぐ時に使う道具

径 3～ 4 cmの平らな円板に子とをあけたもの

鏡とこ似せたものか

]罷卦押勒 らヽ続 く素焼きの焼き物

焼く温度は 800度 ぐらいて、色は赤褐色である

古墳時代中頃 (1500年前)に朝鮮半島

から伝わった技術で焼かれた素焼きの焼き物

焼く温度は■00度 ぐらいで、色は青灰色である

4 ELE際

す え 誉

5  鰯

棟,寺1主 (■をもうばしら,
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郡家遺跡

韓 そ の 2

遺 跡 Q&A

l Q どうして遺跡があることがわかるのでしょうか ?

A 神戸市教育委員会では、文化財の保護を目的として、

分布調査・工事の立会い
。文献資料。市民の皆さんから

のお知らせなどをもとに、文化財分布地図を作成してい

ます。分布調査などの結果に基づいて、遺跡の存在する

可能性のあるところに試し掘りをおこないます。

そこに遠物 (土器など)力増渡れている層 (遺物包含

層)や人 の々生活の跡 (柱穴・溝などを総称して遺構と

よびます)力期 されると、発掘調査をおこないます。

2 Q なぜ、発掘調査をするのですか9

A 発掘調査で得られた成果は、歴史を明らかにする資料

となります。工事などによって地下に埋もれている貴重

、          な資料が明らかにされないまま、破壊されることがない

ようにするために発掘調査をおこないます。

また得られた成果は、今回のように現地説明会をおこ

ない市民の皆さんにみていただけるようにしたり、展覧

会などを開いて、文化財の重要性を理解していただける

よう努力しています。

つげL作う望あ点
-60- 10







え い   ば ら と よ  う ら

宅原遺謝豊浦地 区

現地説明会資料

昭 和 68年 9月 ■ ■ ロ

神 戸 市 教 育 委 員 会
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今回の調査についてとよ 神戸市文r阻療甲藤 の宮本長二郎先生に

御膳導いただきました。

また、神戸市長曜』睦例鷲承 神戸甫園驚報幾N虫 神戸市農政局
の協力をえまし亀
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宅原遺跡豊浦地区

■ぃ  と花主L>議)とこ
輸 底 翻 め湖 騨こで肺 軸 卸 他 翻 こ講

る適棘ご先

  総込鞄区で、ゴL41ニュータウ刀藍灘岸封辞 う鱒 こ、 軒々也〔樋悪

発漏縄釣吋湖 て蛛 開年度から始まった県営ほ場整備事業や道

路建設・炉Wil改修等の工事辞 う妥誘競勤鷺増魏され 綱蚊町荒

から近世に至る複合追跡群であることが分かってきました。

今回見学していただく豊浦地区とよ うV荘熟こひきつづき県営ほ場整

― 辞 っ
て、期調勧 帝泳 酬 卿 6普誅 )ハ中

世末期 (16世紀後半
～
末)にかげての道晴が臨認されました

2. 同 辺 の 勒
人 力々ヽ 狩指や木の実などの採集で生活をしていた縄文時代の潤跡

として、宅原追跡内垣地区て出土した土器と、石器を作っ周跡がみつ

s=1:50,000

1 宅原遺跡
2 定塚古墳群
3 天皇山古墳群
′1 北4中 N.T.血 4

5 北神N.T.血 2, 3
6 北神N.T.血 5
7 北神N.T.血 9
8 JL41,NeT。血10

9 北tlllN.T.陥 13
110 八多遺跡

11 日下部遺跡

12 オキグ古墳群

113 平田遺跡

114 塩田速跡

115 八景中学裏山古墳群
116 川北古墳群

17 自彊述跡

13 対中選跡
周辺の遺跡
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宅原遺跡豊浦地区

かった善刃 II谷の龍ヶ坪週跡があり、これがこの付近で人 が々生活し

た      ぃ                ぃぐ、き
稲俳が始まった弥生時代になると、前醐のものとして、井堰のみつ

かった対中週跡がありますと塩田追跡でも前醐の土器片、引き続き中

期にはt彗辞諄Dと渤＼右厄Jやその未製品卜石鏃など多くの石器が出

土しています。また、北神NT第 4地点では中期から丘陵上に集落が

営まれ、後期肢で続きますぃ
てさうづ小

古墳時代にはいると、当地域でも最古の定塚吉墳群が存在します。

そ鋤ス 前期に北tu9難嫌の詢 ▼フくられ、勢靱こt蒟妙む語座
をもつ北神第2, 3地点などt多くの吉墳が築かれました

奈良時代には 自遥艶確国効めぺな効、っており、さらに辞

fttbヽら鎌倉時代にかイナaよ 平田・塩田・日下部などの邁跡で、掘立

ど力湯E功均、人 帥々 たどることができ

ます。

14■ぉ

尊
静
抄
りぐ

1 有井  9 岡下
2 西豊浦  10 谷口
3 豊浦  ■ 鹿の子
4 宮ノ元  12 蓮華寺
5 内垣  13 辻垣内
6 松毛  14 岡崎
7 丁ノ前  15 撤谷
8 大前  16 平池

朴一酔坤ヽを



宅原遺跡豊浦地区

3.         こD嚇
宅原邁跡tよ 内垣地区で縄文時代後期 停渤 らヽ約嘲降年前)の土器

が見つかっており、その頃から人が住み始めたようです。

そり黙 弥生時代後期 伴渤 らヽ約嶋004-lC制鮮前)にとよ 同じく

内垣地区から直径11.5mの大きな円形の竪穴住居址と、方形の竪穴住

居址が2棟見つかっており、日可Iμ重み 所ヽ
`講

認勢ミぁったと思われ

まi

醐 く

螂

内垣地区竪穴住居

SB01 半口凶 9   1m SB02 半白凶 9 1?m

淫 期 く  ゼJ婁諄隷ドまと湖 (4曽頑 )。 岬明(5鶴顧 )・ 御明(6齢己
頃)け漑 賜 鯉 郡 眸 朝 婢 諮

`"、
欄 醒 絡

`辻即覺巨現功 っヽており、B13こ趣 麹 煙 盛 欽 麟酵は「かまど」

を持つ竪束住居としては早しVllとして注目されます。後期になると、

辻垣内地区・有井地区・富ノ元地区と今回調査された豊浦地区てそれ

ぞ翻 運はれます力ヽ 辻垣内。有齊地区な6世個詢■マ姿k宮
ノ元・豊痛地区は61齢-7世 紀籾頭とH韻巖勤ちるようです。

~=イ  帝 2

ご U人
∠三三≡亘三三:」ャ,0 妥≦璽三垂三三圭当

く
〔:三三三:[:::「〕

ン
,3

3

rttΞご真三正三≧、11

辻垣内地区出土遮物

-65-



宅原遺跡豊浦地区

飛辞 飛 飛即畷く(6睡 7圏田0になると、辻慟村湮至ポ翠齋弛区
から宮ノ元地区にかけて掘立柱建物が建てられます。そして岡下地区

からは        す「評」の文字構勢闘げ劇露勤ヽ宮ノ元
地区から燃 麺 ・題 ・羅 (ひとヵ詭 )。 M辮 な日勢い畔
うと思われる勘 鋤 中から出土しており、この付近に役所が置

かれていたことが考えられます。

?   Wmi

岡下地区出土「評」墨書土辞 宮ノ元地区出土木製面

9                      19n

岡下地区選構配置図

奈良・平安時代  そ嗽 奈良時代から平安時代前半 (8～ 9世紀)にも宮ノ元地区
から豊浦地区にかけての地域k悔整柱建物が建てらな 豊痛地区から

瑯剛舗縮8守ま刷 を就 昂
粥 uこ引き続きこの地域に師 達勤淑ていたと思われま丸

4

恵逹
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耳甍巽・鋳慾豊眠野く

掴

難 り曲

泊夢言理露t

一        宮ノ元地区出土円面硯
豊浦地区出土墨書土器 r五十戸□」

中世前期の総出縄～1雛蛛酔こかけてとよ 各地区で樋立柱建物・木棺

墓・井戸等が見つかっており、中世の「宅原荘」と呼ばれた荘園肘落

を形成していたと考えられます。特に辻匈硼u章でとょ 姥棟軸

建物が見つかっています。また、蓮華寺・岡下・撥谷・有井。宮ノ元
・豊浦・茂の子の各地区から木憎墓・土琥墓が見つかっており、副葬

転 諄 嘲 撃 R維稲 蕪 を訛

報 報+しており当時の人 の々鵜榊生活の一部が知られました。

中世末からだ曲酌 江ヽ 釧鍛 として、宮ノ舟囲 らヽ謝

が検出され、大前地区でも石敷遭臓がみつかっており、当時の農家の
一部であると考えられていま丸

豊浦地区検出井戸断面図

TI:  
と
、

|

宅原遺跡豊浦地区

S圭 1/6
-67-
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宅原遺跡豊浦地区

これまでの宅原遺跡調査一覧表

地区 軽 螂 嗽 熔

軸
Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｊ 北神ニュータウン関連 10～1lC 純饉J農美國勿2 チ朽煮

帥
・ 羽 暉 御 部 甍 曖 澤

膝 55 北神ユュータウン関連 13C 中 呻

踊 58 垢竜塵,lЦ鶏 12C後 ピット 浦 土坑

辻垣内
０
０
Ｅ
Ｊ

58

59

北神ニュータウン関連

」写F(1言営

'イ

:ril】i,:i會!1lli

環慧菫,1ま場表整節薄

蜘
古墳中期 5C
吉墳後期 6C中
吉墳後期～末
6C末～7C初
10C鮮
12へ■8C
吉墳後期 6C前
12C後
■～12C
触 ～釧  14C

飯
歌 は貨野2
歌 俊襲酵3
揃苗拶駐美田勿2

続謹並涸國塾彰Jl
中 11

溝 ビット

中 ?
�  ピット

大前
８

９

５

５

北神ニュータウン関連
北神ニュータウン関連

平安末 12C後～末
鎌倉～室町 13C
江戸 17～19C

JA-2 7謝 敗
溝
融 繭

・
触

・
騨

伊万里・三田

丁の前
ｎ
υ
質
Ｊ 購 ほ期 鐵醍獣～雪郭V 13C

吉墳後 6C 朗
朗
溝
溝

ピット
ピット

幹 59 J写ミ4営言,と螂 鋤  13C僻 掘立注建物2湾 土坑
オ輔喧宮蟹1

本EFモヨ 59 環竜連,とま鶏 継
古墳～奈良

落ち込み
溝

鹿の子
７
‘

氏
Ｊ 北神ニュータウン関連 9C末～10C 擁酌髄摺嵌茎影11 ラヽ 構襲墨
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宅原遺跡豊浦地区

腑 60

60

北神中央線建設関連

購 イよ鶏

7C～ 8C

12後半～13C
6C後
6C末
13C後～末

簿 ELA随
騨 」曇封器 醜
軸 韓 勤 2潜
掬酪力駐美國勿3
中 3
本構基2 青磁 刀子

内垣
１
■

金
υ 】田 中期 鍵 翻 饉 醐

姓 醐
鍛
歌 餌 2溝 河道
韓 勅 隔

有井
全
υ 職 1ま鶏 4～ 5C

6C中～後
13C

歌 倒吾10溝 ガラス
虹 スラッグ
歌 瞬 7 ∞ 2
中 1 瀧 1

土坑 溝

宮ノ元
全
∪

62

Ｏ
Ｏ
全
∪

購 I蚤鶏

購 1ま鶏

環竜菖:tま鵡表蓮節講

吉墳中期5C
6C末～7C初
7～ 8C

協後半～13C
16C
6C末～7C初
9C前半
12C

Ｃ

Ｃ

Ｃ

７

８

１２

歌 鶴 1
執 俊襲酵4
∞ 7

大溝 木製面 入形 馬
加醒J主電雙方6
腺
歌 儀襲酵2
振謹髄相懸茎ワ丁1

中 1 権 1

9U牟 2
折謹立消田茎ワぢ1
落ち込み 土坑 円面硯
続離乏掴馘塾ワ11

節 62 虜慧選II�鶏 7, 8C(～13C)
9C前半
12-13C

15C
剛

大溝 墨書「五十戸□」
∞ 4 房嘲髄 48F
掘虚柱建物3 井戸 2
木糖墓 刀子 炉壁
欝 蜘 職
鶉
ピット 溝

西豊浦 62 北神ニュータウン関連 ■C前半 潮 II洗い場?
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宅原遺跡豊浦地区
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宅原遺跡豊浦地区

4. =令滓畔荘妻ヨ周躍襲の 鵬
縄文   第5調査区から輸 。築録 ・楔廃 絡 k第2縄渤 らヽ就
弥窒時代  が1本出土しています。これらの石器に伴う土器は出土していません

カミ付近にこり時期の集落があったと思われます。

愈↓風
第 2調査区出土石鏃

←一第 5調査区出土尖頭器  S・ 1/2

酬 醐

豊♭Rd訴∃1

古墳時代後期の潤時としてlk竪穴住居4棟と掘立柱建物が1棟見
つかっています。

1モ聾.箭の方形竪穴住薔です。しかし、幽 うち三辺
`鋤
水

帖盈鷲 j就醒
Ｅ

０
０
碕
．
Ｏ
ｏ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

|

0
0

0
0
]
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宅原遺跡豊浦地区

堅穴住居 1出土須恵器 S=1/8

竪穴住居 1出土鉄鯨 S=1/2

竪京住居2  3.8m× 4.飾の方形竪穴住居で、1函の辺の中央に地山を削って造っ
た「かまど」があります。

この回唇は火災に遭っており、床面tttd財や灰・炭・焼土が広

がっていました。出土遺物は少なく、須聴器や上師器の破片が出土じ

た贈 ・

■
１
■
Ｂ
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轟饉爛議は炭。灰・焼土

カマドの構造

稲葉 ‐中山著

『日本人のすまい」彰国社 より
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宅原遺跡豊浦地区

霊ゲ韓導吾3.4 翌ゲ難拶吾31■4.Om× 3。脈 霊ゲ《姫酵41鴻。Om× 3.飾のガ腐夢唸据

ですD竪穴住居4ぼ竪穴住居3カ湧乗された後に建てられた住居で丸

どちらも道物は少なく須恵器・翌師器呻 雄 しています。

掘立柱建物  2間×3間啜上の建物にi遭物が少なく時期の確定は難しいです
カミ竪穴住居3・ 4との方向と並行していることから同時期の建物と

考えられます。

蜘  甦 釧副炉螂【第6i滋筆望鴻から麗期路謝め醐報用量とて
おり、市内では3例日です。

第 6調査出土友袋形提瓶 Si・ 1/2 lL神第9地点出上皮袋形提瓶

酬 妹

(1鶏碑

経

鍵

」峯鵜鴻誅箕り

この時代の迪晴として、木憎墓・土壌墓・ビット・土器溜肢りが検

出されています。

0.8m×2.2mの掘形を掘った中に、0。 6m× 1.7mの本構を納めた土葬墓

です。副葬品として、働 白磁の碗 1,と師鴎の小皿5・ 刀子 1

が出土しています。

酌 末塵墓と斎醒設動膝内ヽら底 岡下・腋谷・駒の子・有井・宮

ノ元・豊浦・の各地区で見功 っヽています。

第10調査区から検出されました。0.翫×1.跡の土拡墓です。中から

中国製白盛碗・ELE職静1司膀 増温出土していま丸

第9調査区噛 略ちi整か 彬数のELanl岨・須恵器娩・可hIL

・白盛が串キしました。

イ
【。。一一【一空

をみ々
一々一一一ｏ。一一
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宅原遺跡豊浦地区

山oog,69トーーーーー

第 1調査区木構基平面ヤ立面図

-169。
S00n

第9調査区土呈講留まり出土道物

S-1/3

lm0.

こ`こ正三二I二塁塁ニラフ

第1調査区木椛基出土遣物

-76-
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姓 υttt
(16普由

電醐勿1

宅原遺跡豊浦地区

この時期の追傭として農家の家屋が3棟見ρかりました。

3間×2       、妻入の住居と考えられまi西倒に3
つの部屋があり、東側こ土間があったと考えられます。要存するこの

時期の1轟熱調臣難置蜘の 噺卦千年家」のように礎石召吏った家が

ほとんどです力ヽ F雇げ注功っヽた建物のような掘立柱の建物も吉い形

態として残っていたようです。

2聞×2FHD上屋の期 拗 下屋を       す。建
物1のような明確に土間と醐 サ渤地るような構造にはなっていま

週欝勿2

せれ

建物3  建物1と建物2の間にある1間×2FHD小屋ですよ農具などを置い
ておく7jEと考えられまi

競箪尾鐵暴ζ基幕雇絡懸I｀熱聡駐毎
力避止しています。

美濃焼 天目茶検

譲
「
Ｈ
Ｈ
＝
コ

丹波焼 争ト

硯

15

s=1/3
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宅原遺跡豊浦地区
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宅原遺跡豊浦地区

5, ま と め
以上のように今回の調査では 3時期の遺構が確認されました。

まず、6世紀後半から末にかけての竪穴住居・掘立極建物が見つか

りました。こ②時期の竪穴住居は宅園圏跡内においては富ノ元地区と

豊浦地区でのみ見つかっており、耐Ш鶏氏 この直後0時代に官衝的

な性格を持つ地域になることと考えあわせると、この時期の中唸監慮

集落であったと考えられま丸

また中世前期の墓吐が2基見つかりましたが宅原邁跡内の今までの

調査でも同様の墓吐が8ヶ所で見つかっており、いづれも住居の近く

にあり、敵 造られ燭明納穂いことなよ 当尊瑳罰捲知る手掛

かりになります。

ヰ軽明憩熟D家屋拗`3競労 りヽまし崩 ＼部拗 辞 靱 礎 麟 酔
本弾番詩熟 又民家の変遷を知るうえで、貴重な資料と言えます。

今回G調査で以上のような貴重な資料が得られ、今までの発掘調査

の成果や今後の調査の結果を考えあわせ、地域の歴史像を知るうえで

大変良い材料になると言えるでしょう。

遺 物 実 測 図 の 見 方

外側あ国      内側の図

遺 穂 図 の 見 方

」

上から見た図

棋から見た図

電7 -79-―



宅原遺跡豊浦地区

住 居 の 変 遷 ・

弥生時代の翌穴住居

古墳時代の竪穴住居

吉墳時代の掘立柱建物

古代・中世の掘立柱建物

現代の分団住宅

近世の民家

鬼頭消明 f苗代の樹】『古代日本を発縄する6』 岩波書店

稲菓・中山『日本人のすまい』彰国社 よ り







（）一フ年十日∪
舞 東肩ケ谷遺跡

現 士也 説 明 会 資 料

卒申戸 〒百 教 育 委 員 会

昭和 63年 11月 27日
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今回の調査に当たっては、神戸市文化財専門委員の檀上重光、

宮本長二郎両先生にご指導いただきました。

また、浅沼興産株式会社、株式会社神戸宅建センターの協力

を得ました。
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I はじめに

舞子・東石ケ谷遺跡

舞子 。東石ケ谷速跡は、現在、舞子墓園になって

いる丘陵上一帯に位置する道弊です ,

この付近は、舞子吉墳群として、古くから吉塔時

代後期の横穴式石室が数多 く分有することで卸られ

ています。かつては10o基近 くが存在していたよう

ですが、今日ではわずか20基程度が残されるのみで

す。

この吉墳群のある丘映上に、弥生時代の上器や石

器の出土することが知られたのは、昭和40年代のこ

とです。その後に行われた吉塔の調査でも、石鯨等

が数多く出土しています。

この遺跡で、初めて弥生時代の住居跡が調査され

たのは、昭和57年度で、後期の円形の竪穴式住居が

2棟発見されました。昭和59年度には、隣接する地

区で、やはり後期の方形の竪穴式住居 2棟、円vの

竪穴式住居 1棟が発見されました。

これらの竪穴式住居は、造成工事をすることなく、

再び地下に埋め戻され、保存されています。

今回の調査地は、マンション建設が計画されたた

め、昨年度、試掘調査を行ったところ、 2～ 3棟の

竪穴式住居が発見されました。このため、本年 8月

29日 から全面的に発掘調査を行っています。  ′

調査地点位置図 (S=1:50000)
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舞子 。東石ケ谷遺跡

Ⅱ 立  地

″   ヽと

59年度調査地点ミ

'

とヽ   ＼ヾ
＼―
T=

ⅢⅢ孝

当遺跡は、舞子丘映の中でも最も高い地点の一部

で、標高83m前後の尾根上に位置しています。付近

の水田面との比高差は75m前後で、弥生時代中 。後

期に現れる特徴的な集落 一一 高地性集落と考えら

れます。

晴れて空気の澄んだ日には、西は家島群島、菌は

淡路島・紀淡海峡、東は六甲山蘭麓から生駒山系を

見晴らすことができます.

当道跡の南西約650mに存在する大競IL追跡や、

西約450mか ら発見きれた投ケ上銅鐸との酉違が祭

い道群と考えられます。

与亭ベ

飴
現存する古墳

消滅した吉墳

2-84-

舞子。東石ケ谷遺跡と舞子古墳群 (S=1 :5000)



Ⅲ 調査の概要

竪穴式住居.1

舞子 。東石ケ谷遺跡

r今
甲!T調査地は・ヽ約

"00置

でく竪穴式住居 8棟ミ

平地式建物10棟t高床式建物 6棟が出土しました。

これらは、いずれも弥生時代のもので、中期に属す

る建物は竪穴式住屋 1年 4で、竪穴式住居 5～ 8は

1勢叩
t予属し|す1平地式建物や高床式建物 |ま、中

心

勢期いず1好昼1,4否明です。
: :建物り他に、:∵9よ うな目的で使用されたか不明

の溝や穴も数多く出上しています。
. _         ・

!   1   
・

やや傾斜する地点に建てられているため、床面の:           
■
「 
′́:111'‐    i｀

|三啓盪弩七壽ξ手:|1411:rll?耳
甲形であ
F

II=っ住Fは本基そ秦棄さ■たらしく(床面には尾
好に使つ4て |||,本が炭呼なって倒れていました。
炭化材の上には焼け

!て警くなった粘上がかぷさって
いました。茅葺きの屋根の上に、あるいは茅の間に

粘上が張られていたかもしれません。

屋根を支える柱は9本で、炉跡は2基存在しまし

た。この炉の中に触倒れた屋根材が落ち込んでいた

ので、二つ同時に使われてぃたようです。炉の側に

は砥石や作業台に使った石が置かれています。

また、斜面の高いほうの壁際には溝が掘られ、そ

‐の溝は住居の外へ出ています。しみこんだ雨水など

を排水するために設げたと考えられます。

ギI■学ほと万Fヽェニませんでしたが、石蜘休、ど
石錐 2本が出土し、床面ほは石器を作る時にでるサ

ヌカイトの石くずがたく
=さ
ん散ら!ゴ っていました。

また、弥生時代tこ は珍しいガラス玉 (1点)や碧

玉製の書玉 (5点 )も 出上しています。
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舞子 。東石ケ谷遺跡

竪穴式住居 2  円形の竪穴式住居ですが、現在では地表面が削ら
れてしまい、登は残っていません。董際 :こ掘られた

溝 (目壁溝)から推定すると、直径 6m程度です。
屋根を支える柱は7本ですが、同壁溝上にも柱が

有り、他に類を見ない構造の住居だったようです。

これを復元すると、サイロのような形が想定されま

すЬ

中央に炉が 2基ありますが、一緒に二つ使われて

いたのではなく、一方を埋めてからもう一方を掘っ

ています。

上器は、全くと言ってよいlthど出土しませんでし

たが、わずかに残された床面にはサヌカイトの石く

ずがたくさん散らばっていました。
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舞子 。東石ケ谷遣跡

竪本式住居3  この竪穴住居も削られてて柱と炉だけしか残って
いませんでした。柱は4本しか確認できませんでし

たが、その配置からもとは5本あったようです。炉
はやはり2基ありますが、竪穴式住居2と同じく、
一方
=埋

めて々々
=有
を掘っています。

この住居の大ききは、柱の配置から推定すると、

直径5～ 6m程度の円形であったようです。
上器はわずかしか出土しませんでしたが、やはり
サスカイトの石くずが散らばっていました。

竪穴式住居4  この建物は、明確な柱の並ひがなく、簡単な構造
り小屋のようどものだったようです。
:▲が毎守■ゆP帯ツそはなく、石器を作るための
作業場だったと考えられます。それは、この建物か

η土器がほとんど出土しないことゃ、床面におびた

だしい数のサヌカイトの石くずが散らばっているこ

と、中央に作業台と考えられる石が置かれているこ

とから推定されます。

弥生時代の中期までの集落には、必ずと言ってよ
いほど、このような石器作りの作業場がありますG

踊i摘
干木901e木 え太

標木末口90軽 木売大

弾‐・３５。』Ｆ一ゥシ

ド
麻 ■4)

L                 二二

田能遺跡の復元住居
(田能遺跡発掘調査報告書より)

蔀ヨ器・
峙
謙

6

「
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舞子・東石ケ谷遺跡

竪穴式住居5  長径 8m、 短径 7mの構円形で、壁際には溝が巡
っています。住居の内側に1ま、ベッドのように一段

高い部分がつくられています。これを「ベッド状遺

構」と呼んでいますが、実際にベッドとして使った

かどうか分かりません。

柱は、大きなものがなく、小さなものが同開に並

んでいます。ただ、一周はせず、どのような構造で

あったか分かりません。

中央には深い穴があり、一般的には炉と考えます

が、この穴は焼けてもいないし、炭も入っていませ

んでした。

住居が半分ほど埋まった時に、幅 l Tn、 長さ415

mの長方形の穴が掘られています。この中には、災

が講まっていて、底は赤くやけしまっていまとフたぅ

いつ、何のために作られた穴か分かりませんc
Ｉ
Л
＝
ヽ
１
１
キ
ー
ー

機さ G

O
崇

整穴式住居5 平面図    _89-
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舞子・東石ケ谷遺跡

竪穴式住居 6  -辺 5mの方形で、屋根は4本の柱で支えられて
いました。三辺にはベッド状遺構が設けられて、切

れている部分は入日であったと考えられます。

中央には炉がありざ柱と柱の間には深い穴が有り

ます:こ の穴の底には、鉢がうつ伏せにおかれてい

ました。

入Elの協には、土器を作るためにおいていた粘土

と石の童り (石錘)が置かれていました。

田能進跡の復元住居
(田能遺跡発掘調査報告書より)

-90-



堅穴式住居 7

竪穴式住居 8

舞子 。東石ケ谷遺跡

一辺 4mの方形で、やはり4本の柱が有ります.
ベソド状遺構は、三方に設けられています.

中央には炉があり、一方の壁際には、貯蔵穴と言

われる穴があります。貯蔵穴の横とベッド状遣様の

上には、砥石が残されていました。また、直径 5 cm

ほどの丸い石が 2個残されていました。この石は、

投弾と呼ばれ、獲物を取ったり、敵をやっつとする時

に用いたと言われています。

ベッド状遠構のない部分は、一度拡張をと′たちし

く、50cmほ ど外にふくらんでいます。

大部分が調査地区外にあるため、確かな大きさは

わかりませんが、一辺 6m前後の方形だったようで
す。ベッド状遺構が設けられていますが、そのとに

細い溝があり、一辺 4m前後の住層が拡張されて、
6m前後のものになったようです。
拡張される前の住居の壁際には貯蔵穴があり、そ

の中から、先ほどQ竪穴式住居7と うり二つの投弾
が 2個出土しました。
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ヱ
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舞子・東石ケ谷遺跡

平地式建物

1～ 10

平地式建物

の規模

平地式と呼ばれる建物は、地面を掘り下げること

無く、整地して床にしているものです。そのため、

この遺跡のように昔の地表面が大きく削られている

ところでは、遺物が残らず、時期の確定ができませ

ん。ただ、柱の跡から出てくる土器や石器は、すべ

て弥生時代のもので、緊穴式住居と一緒の時期に使

われていたことは確かです。

この建物は、住居として使われたのではなく、物

置小屋や作業小屋として使われたと言われています。

建物番号 規 模
/(単
位m)

1 1聞×4間  〔3,6× 5.7〕

０
と 2間×3間  (3.6× 4.4〕

０
０ 1間×4間  〔3.3X5,3〕

４

一
2闇×5間  〔3.4× 6.7

Ｐ
Ａ
） 2間×3間  〔4,4× 4.6〕

全
９ 3間×3間  〔2.4× 3.5〕

７
ｆ 2酉×6間  〔3.5× 8.0〕

０
９ 2間×5間  〔3.6× 5,6〕

∩
Ｊ 2間×4間  〔4,2× 5.5〕

ハ
υ 2酉×4 FB4 〔3.4× 5,5〕

-92- 10



高床式建物

1～ 6

高床式建物

の規模

舞子 。東石ケ谷遺跡

高床式の建物は、一般的に高床式倉庫と呼ばれ、

堅穴式住居と共に弥生時代の集落ではよく知られて

います。地表面から人の背ほども床を上げるため高

床式と呼ばれ、主にIIR穫 した米を保存するのに岐わ

れたと言われています。内部への出入りは、はしご

を使っていました。また、ネズミなどが入らないよ

うに、柱に1ま「ネズミ返し」とよばれる板がつけら

れていました。

床を高くするため、構造上あまり大きくすること

ができず、 1間×1～ 3間の平面形がほとえ″どです。

2間の辺の中央の柱は、床を支えるためのもので、

地表にあまり深く埋められなかったので、この遺跡

では残っていないものもあります。

建物番号 競 模  (単位m)

l間×(3)間  〔l.5× 4.3〕

2 1間×2間  〔2.7× 2.5〕

3 1間 ×12)間  〔1.5× 2.3〕

4 1間 Xl間  〔2.0× 2.6〕

質
げ lttX l間  (1.8× 2.2)

食
υ 1間 X甘間  (1.7× 3,8〕

()の数字は推定
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舞子 。東石ケ谷遺跡

l霊穴式住居 ・平地式住居

家屋文競に鋳出された建物の復元イラスト
(週刊朝日百科日本の歴史41)

銅鐸に描かれた高床式建物
(伝香川県出土鐸)
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アッシリタの投石手  セナンケリプ(紀元前704-681年 )の載役の1
つを示すエネヴェ出上のレリーフの口である。アッシ リアの捜石手 たちは射

皮 ひ もの投石器 によ る投 て き  (a)ま す投石器に弾丸をこめ頭上に

構えう。按石器の皮ひもの一端を始にして,捜げるほうの手の指にはめて固

定 し,他の一端を親指と人差指の間にはさむ。(b)腕 というとりは手首の動

投弾の使用方法の一種
(別冊サイエンス特集考古学 文明の道産)

舞子 。東石ケ谷遺跡

手の後列に上び,投石器を自赤たちの体に平行に振 り上げている。戦列に S・

tす る彼らの住置から見て,桜石の着弾臣離 1と矢よりも逮かつたと考えられる。

作で接石器 を時計の針と逆方向に3～ 4回振 り回 して,弾丸に最大の速度 をつ

ける。 (ε )投石手が親指 と人差指の間にはさんでいる皮 ひもの一端 を放すと

弾丸が飛び出す。放物線 を描いて飛び出す弾九の初建 は時選 100キ ロ程度。
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舞子・東石ケ谷遺跡

ま と め 今回の調査は、この付近ではこれまでになく大き

な発掘面積で、数多くの成果をあげることができま

した。

まず、この集落は中期後半に始まり、後期にまで '

継続することが分かった点です。六甲山南麓でも数

多くの高地性集落が知られていますが、この舞子・

東石ケ谷遺跡が、畿内で最も西の後期にまで継続す

る高地性集落であることが分かりました。

これより西でも数多くの高地性集落が知られてい

ますが、いずれも中期末をもって廃絶しています。

したがって、この舞子付近までが弥生時代に畿内の

力が及んだ範囲と考えられます。また、畿内の最も

西の見張り台であったとも考えられます。

次に、この集落では竪穴式住居、平地式建物、高

床式建物がセット・で存在したことが分かりました。

このような集落は兵庫県下では初めてで、高地性集

落とはいえ大規模な集落であったと考えられます。

この舞子丘陵上には、弥生時代中期・後期を通し

ての集落が広範囲に存在し、吉墳時代後期の横穴式

石室群と共に今日まで保存されてきました。これか

ら後も、久しく保存され続けられますよう願います

と共に、今後とも皆様方のご理解とご協力をお願い

致します。

-96-
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舞子・東石ケ谷遺跡
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舞子 。東石ケ谷遺跡

と世!上土 器 実 双ここ琵雪 (S=1
10,11 竪穴式住居 6  12・ 13

14 竪穴式住居 8

14

:4)

竪穴式住居 7

_涯き羊基一通―等―畿―鶴―異一裂
今

出 J炉辞 嗽 実 測 J図 (S=1:2)
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大 開 遺 跡

現地説明会資料

み

一
一

晰⊆ 禾口 6 3 仝F ■ 2 月  ■ 8

ネ申 声菊 市 教 育 委 員 会
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今回の調査については、神戸市文化財専門委員の檀上  重光、宮本  長二郎の

両先生および、奈良国立文化財研究所集落遺跡研究室長工楽  善通先生の御指導

をいただきま した。また兵庫県教育委員会の御協力をいただきま した。
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■_こま 1● 心う とこ

位 置 と 環 境

周 辺 の 遺 跡

柄・荒田町遺跡

第 3次調査遺構平面図

大開遺跡

大開遺跡は、兵庫区大開通 4丁目に位置する旧大開小学校

の跡地で発見されました。

この付近は、標高約 4mで、かつて東側を流れていた旧湊

川などによってつくられた沖積地の上に立地しています。

六甲山の南側の、東灘区から長田区にかけては、古くから

市街地化が進み、遺跡はその下に埋もれていて、よくわかり

ませんでした。しかし、最近このような市街地化された地域

でも発掘調査が、たくさん行われるようになって、各地で神

戸の歴史を考えていく上で重要な成果が得られています。

兵庫区内において、最も古い遺物は旧石器時代の石器で、

会下山で採集されています。縄文時代の遺跡は、最近の楠・

荒田町遺跡の調査で、縄文時代後期の上器が土坑から出上し

ています。

弥生時代になると、地下鉄工事の際に発見された楠・荒田

町遺跡があります。この遺跡は、弥生時代前期後半から中期
ちょぞうけつ

の遺跡で、貯蔵穴が多数確認されています。弥生時代中期に

なると、六甲山のふもと近くで、河原遺跡・熊野遺跡・東山

遺跡などが知られています。また、六甲山から派生した丘陵

の上にも、弥生時代の遺跡が立地していることが知られてい

ます。

□ 時用不明 (前～中期 )

1

国 前期   口 中期
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大開遺跡

周 辺 の 羊 要 遺 跡

1 大開遺跡
2 夢野丸山古墳
3 雪御所遺跡
4 熊野遺跡
5 河原遺跡
6 楠・荒田町遺跡
7 東山遺跡
8 会下山遺跡
9 会下山二本松古墳
10 湊川遺跡

11 兵庫津遺跡

浮
ド
′
夕
打
”

打

ｕ

大開遺跡位置図  (S-1/25000)
2
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大開遺跡

古墳時代になると、古墳とよばれるお墓が築かれますが、

4世紀ごろの会下山二本松古墳 (前方後円培)や夢野丸山古

墳 (円墳)などが、丘陵上にあります。下沢通の湊川遺跡で

は、後期の集落址が調査されています。

奈良時代以降の遺跡は、港を囲むように大きく広がってい

る兵庫津遺跡が知られています。平安時代ごろに大輪田の泊

として整備され、それ以後港として繁栄していたといゎれ、

最近この付近でも調査が行われるようになってきました。湊

山町付近は、平安時代に平清盛の「雪の御所」が置かれたと

ころとして知られています。

このように、兵庫区内の歴史は古く旧石器時代にまでさか

のぼることができます。

調 査 に 至 る経 過   このたび、大開小学校と兵庫小学校の統合に伴う新校舎が、

大開小学校跡地に建設されることになり、工事に先立ちため

し掘りを行ったところ、地表下約 lmぐ らいのところから弥

生時代から鎌倉時代の上器が見つかりました。そのため 8月

1日から発掘調査を実施してきています。

2_ヲ司星箋 口9君難】考
現在発掘調査を実施している面積は、約1,500だです。こ

れまでの調査から、 3時期の生活の跡 (遺構面)が見つかっ

ています。そのため、層序 (時代)の新しい順番に第 1遺構

面 (江戸時代後半以降・ 18世紀)・ 第 2遺構面 (平安時代後

半から室町時代・ 12～ 15世紀)・第 3遺構面 (弥生時代前期前

半・紀元前 3世紀)と呼んでいます。これまでに第 2遺構面

までの調査は終了しており、現在第 3遺構面の調査を行って

います。
   3                 105-



大開遺跡

2�量石毒 THr�重看毒酉己糎垂渥雪

0            10m

4
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第 1遺 構 面

第 2遺 構 面

大開遺跡

この面では、柱穴が少し確認されました。その柱穴からそ

の時期を示すような土器は、出土しませんでしたんヾ、柱穴の

下の層から江戸時代の上器が出土していますので、それより

も新しいということがわかりました。

この面では、非常にたくさんの遺構が確認されました。溝

状遺構 250本以上、土坑約30基、柱穴・ ピット約80基、井戸

1基があります。

溝状遺構は、ほぼ方向を同じくしており、幅は50cm前後で

深さは10～ 50allぐ らいのものです。どういう理由でこのよう

な多くの溝状遺構が掘られたのかはわかっていません。

柱穴も何ヵ所かで確認されていますが、建物跡にまで復元

することはできませんでした。これは柱穴が溝状遺構のため

に、すでに壊されていたためと考えられます。

これらのことから、第 2遺構面は柱穴や井戸などが存在す

るヽことから1居住域であったものと考えられます。その後溝状

遺構が掘られ、居住域は大部分が破壊されたものと思われま

す。

井戸からは、12世紀ごろの上師器や瓦器の小皿が出土して

います。また、土坑や溝状遺構から鉄津が出土しており、こ

の付近で鍛冶が行われていたことがうかがわれます。

�飴井戸 1出土遺物

1・ 2・ 8

土師器小皿

4 瓦器小皿

2

_        3

0          10 cm
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大開遺跡

第 3遺 面 第 2遺構面の時代に掘られた遺構などのために、遺構が傷

つけられていましたが、たくさんの遺構が確認されました。

確認されたものは、竪穴住居址 2棟、竪穴住居址状の遺構 2

基、貯蔵穴 2基、溝状遺構 3本、土坑や不定形の落ち込み多

数があります。これらの遺構からは、すべて弥生時代前期前

半の遺物が出上しています。

安書 3適垂若壕rm遅割薪酒己t― 覆雪

溝状適構 1

?      :      lPm

6

も

竪穴住居址 1

嗚 oてフ
貯蔵穴 1

土坑 3

゛Q
・°
    貯蔵穴 20

n

0 竪穴住居址状遺構 4

竪穴住居址 2
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竪穴住居址 1

竪穴住居址 2

大開遺跡

北側の部分が調査区の外側に出ていることや、住居址の東

側が第 2遺構面の遺構によって壊されていたため、全体の規

模は不明ですが、南北約 7m・ 東西約 6mのやや南北に長い

不正円形になるものと考えられます。周壁溝はなく、壁の立

ち上がりも15clllほ どしか残っておらず、後世にかなり削平さ

れていることがわかりました。

柱穴は、10本以上が確認されていますが、東側にその多く

が集中しており、柱の建替えが行われたのかもしれません。

中央には、炉と推定される直径約 lmの穴が確認され、中

からは炭片や土器片が出土しています。

遺物は、中央の炉の付近にまとまって出土しており、弥生

時代前期前半の甕や壷の破片が出土しています。また、結晶

片岩製の石棒や石器を作った時にできた石くず (サヌカイト)

もたくさん出上しています。

この住居址も半分以上が調査地の外に出ているため、その

規模は不明ですが、直径約 6mあまりの円形の住居址と考え

られます。中央には、竪穴住居址 1と同じように炉が 1基あ

り、炭片や土器片が含まれていました。

遺物は、弥生時代前期前半の甕や壷が出上しています。

Ｏ
　

ｍ

誠
竪穴住居址 1 平面図
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大開遺跡

貯蔵穴 1, 2 貯蔵穴は1辺 lmほどの方形のもので、中から石鏃 ,石錐

のほか石器のくずや土器が出上しています。

どちらも断面を見ると、袋状 (上よりも下の方が広くなっ

ている)のものです。
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実測図
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貯蔵穴 1

実測図

溝状遺構 と, 2

0        1m 0        1m

断面形が逆台形からV字形になる、幅約1.5～2mで、深さ

約 lmの溝です。溝状遺構 1, 2は調査地内では2つに分か

れていますが、おそらく同一の溝であると推定されます。

この溝は、九州地方に見られる、集落を取り囲むような性

格の溝であった可能性があります。

溝からは、弥生時代前期前半の遺物が大量に出土しており、

中には木の葉の模様をヘラ描きした土器もあります。また、

縄文時代晩期の突帯文土器の系譜を引く土器も出土していま

す。そのほか糸を紡ぐときに使用した紡錘車といわれる土製

品や、石鏃などもあります。

8

。指多尊
δ

0

感
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出土した遺物

大開遺跡

弥生時代前期前半の土器として、壷・甕・鉢・蓋がありま

す。石器にはヽ 石鏃・石錐・石斧・石棒などがありヽ 中でも

土坑3からは弥生時代としては大変珍しい石剣あるいは石刀

と考えられるものが出上しています。      i

――――――― ― ―………
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大開遺跡

出 キ ‐ 器 拓 影
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1～ 3  突帯文土器
4～ 10 ヘラ描き文様の土器
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大開遺跡

現在調査を継続中で、最終的な結論を述べることはできま

せんが、これまでに,かったことをまとめてみgす。

① 今回調査された集落址は、神戸市内では弥生時代の最古

段階のものになります。

② 弥生時代前期前半の集落の様子が、ほぼ明らかにされた

のは兵庫県下では初めての調査例となり、弥生時代前期前

半の竪穴住居址は、県下で 2例目の発見になります。

③ 弥生時代前期前半の遺構 (竪穴住居址 1の中央の炉・溝

状遺構 1, 2な ど)の中から、縄文時代晩期の突帯文土器

の系譜を引く土器が出土しています。このことは、縄文時

代から弥生時代への移り変わりを考えて行くうえで、大変

重要なものといえます。

④ 断面形が、部分的にV字状になる溝状遺構 1, 2は、集

落のまわりを円弧を描くように確認されていることから、

今回発見された弥生時代前期前半の集落は、九州地方など

でみられるようなi環濠集落であることが考えられます。

■
―
■
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大開遺跡

参 考 資 料 神戸市内の木葉文土器出土遺跡
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